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契約先 東日本電信電話株式会社
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評価及び課題
　整備計画時の目標は，高齢化やスマートフォンの普及により達成されていない
ものの，加入率は年々上昇しており，地域間における情報格差の解消に一定の
成果が見られる。
　今後は，割引キャンペーンの展開などの取り組みにより，加入促進を行う。

BB
整備計画時の目標 実績

初年度

サービス開始日

整備地域の世帯数

加入世帯数

加入率（％）

10,773

2,062 10,312 2,840 3,607

サービス形態 公設民営（IRU）

20.0% 100.0% 27.6% 34.4% 39.0% 41.1%

H25年度末

整備対象地域

笠間市内（池野辺，大橋，福田，飯田，石寺，日沢，箱田，箱田大郷
戸，片庭，大郷戸，飯合，稲田，福原，本戸，来栖，北吉原，南吉原，
手越，上加賀田，日草場，上市原の一部，平町の一部，上郷，下郷，
土師，吉岡，泉，市野谷，泉市野谷入会地，福島，押辺，安居）

事業の概要　

総事業費 ５８７，５１８千円

事業の内容

 笠間市のブロードバンドの状況は，友部地区と笠間地区の市街地部にはＦＴＴＨ
サービスが提供されており，また，笠間市内全域にＡＤＳＬサービスが提供され
ている。ＡＤＳＬについては，地理的な条件などの理由により十分に速度が出
ず，サービスが受けられない地域や，また，ＡＤＳＬサービスが受けられる地域で
あっても，回線数が上限に達しており，新規の加入が事実上不可能となっている
など，ブロードバンドサービスが利用できない地域が存在する状況となってい
た。
　そこで，当該地域の情報通信格差を是正するため，笠間市が市内のＢＢ未提
供地域に光ファイバを敷設し，ＩＲＵ契約により東日本電信電話株式会社に施設
を貸出し，ＦＴＴＨ方式による超高速ブロードバンドサービスを整備した。これによ
り，地域住民・地元企業の学習や生活，企業の活動などで情報格差の解消が図
れた。
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交付金額 １９５，８３９千円

事業名

事業完了日

地域情報通信基盤整備推進交付金事業


